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論 文 の 要 旨 
 本論文は、自動車のヘッドランプの配光の設計がドライバの運転行動にどのような影響をもたらす
かという問題について、静的な側面、および動的な側面の大きく二つに分けて検討を行っている。 
 第一章では、研究の背景並びに問題点について、関連文献のサーベイを踏まえて述べるとともに、
本研究の目的を示している。 
 第二章では、本論文で考察の対象とするヘッドランプについて、用語や基本的特性を整理している。 
 第三章では、ヘッドランプの静的配光の一要素である輝度コントラストについて、実際に夜間走行
を行う条件下で物体認識のために必要な輝度コントラストを調べている。その結果、従来、停止状態
で評価された結果と比べると、実際に必要な輝度コントラストはより高いものであることが明らかと
なっている。また、明るすぎることによる眩惑についても検討し、ランプの光があたっても眩しすぎ
ないようにするための反射輝度値を明らかにしている。 
 第四章では、ハロゲン、HID,LED といった異なる光源に対し、実路で車両を運転する場合の運転行
動や主観に与える影響を分析している。その結果、光源が異なっても、客観的な運転行動には有意な
差は現れないものの、主観的には、対象の見えやすさについて評価が異なることが示されている。 
 第五章では、動的可変配光、すなわち、周囲の状況に応じて、強く照らすところ、弱く照らすとこ
ろを動的に調整するものについて、歩行者の認識しやすさへの影響を分析している。具体的には、ハ
イビームを基準とし、他者に眩惑を与えそうなところを照らさない ADBという手法について検討して
いる。その結果、配光の分け方を細分化するほど、歩行者視認性は高くなるが、その上昇カーブは漸
減する様相を示し、いたずらに分割を増やしても視認性は劇的には上がらないことを指摘している。 
 
 審 査 の 要 旨 
【批評】 
 本論文は、自動車のヘッドランプが運転の安全に寄与する側面とその程度を明らかにすることを目
的として、人間工学的評価という立場から企業において取り組んできたこれまでの仕事をまとめたも
のである。 
 ヘッドランプの設計評価は、長らく静的評価（車両を止めた状態で、光がどこまで動届くかを評価
する）のみが行われてきたが、各種情報技術が活用できるようになってきたことから、動的評価（実
際に走行しながらの評価）を行うことが重要となってきた。この論文は、そうした背景を踏まえ、配
光の良否の検討を、動的評価で行ったものである。 
 実際のヘッドランプを用い、実車で夜間に走行実験を繰り返し行っていることから、実験がテスト
コースで行われたものであっても、得られたデータにはシステム設計に有益な知見が多く含まれてい
る。多様な実験を行っているが、概ね実験計画は妥当であり、信頼できる結果である。 
 その反面、企業のその時々の経営環境に依存して解析テーマは順次変わっていくことから、一貫し
たストーリーを持たせたうえでの研究にはなりづらい点があり、この論文もその点においてやや難が
ある点は否めない。しかしながら、論文全体を貫く統一的な視点として、夜間の物体の視認性という
観点を見出し、視認性に影響をもたらす要因としての輝度コントラストの研究（必要かつ十分な輝度
コントラストの解明）、光源が異なる場合の認識対象の「見え」と運転行動への影響解明の研究、配
光を動的に変更することによる歩行者視認性への影響解明の研究、という 3つの研究を柱にして学位
論文を構成することができている。 
 システムを利用する際のドライバ（一般にはヒューマンオペレータ）の対応は千差万別であるため、
システム設計に対するヒューマンファクターの視点の検討は重要である。著者は、ヒューマンファク
ターに対する深い知識・見識を持つことができており、実験の計画、実施、分析のすべての側面にお
いて的確に行えている。惜しむらくは、動的可変配光が最近ホットな話題になりつつあるにもかかわ
らず、この点における研究の取り組みは一例にとどまっていることである。動的可変配光をどう設計
するかは重要な問題になりつつあるので、もう少し検討結果が議論されると、より良い論文になった
といえよう。 
【最終試験の結果】 
平成 29年 1月 30日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とリスク工学専攻におけ
る達成度評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
